






歌あり、コントあり、サーカスあり。万華鏡のようなイリュージョン。
フレンチ・エスプリ薫る、極上のダンスパフォーマンス！

フィリップ・ドゥクフレ カンパニーDCA 「CONTACT―コンタクト」
■10.22（土）18：00開演・23（日）14：00開演　■劇場

怖くて美しい、サスペンス・ファンタジー。
キャラメルボックスの代表作がついに新潟初登場！

キャラメルボックス 2016グリーティングシアターVol.3「嵐になるまで待って」
■10.29（土）14：00開演　■劇場　　

1993年の初演以来、なんと5回
目の上演となる劇団代表作「嵐に
なるまで待って」がついに新潟に
初登場します！ 再演を重ねる度に
多くの話題をよび、全国の演劇
ファンを魅了してきた本作は、声優
志望のヒロインと“もう一つの声”を
持つ男を軸に繰り広げられるサス
ペンス・ファンタジー。息もつかせ
ぬスピーディーな展開で魅せる、こ
の怖くて美しい芝居を、ぜひ劇場
で体験してください。

フランス・アルベールビル冬季オ
リンピック開会式を31歳の若さで
手がけ、サーカスとダンスが交錯す
る奇想天外な演出で話題になった
演出家・振付家、フィリップ・ドゥク
フレのカンパニーDCAの最新
作、待望の日本初演。ゲーテの
「ファウスト」にインスパイアされ
た『CONTACT―コンタクト』は、
音楽、サーカス、コント、映像、そして
ダンスが交錯し、ドゥクフレの“現在”
が凝縮される摩訶不思議な世界！

年に一度、古典芸能を楽しむ大好評シリーズ！
おなじみ万作の会による狂言公演。

野村万作・萬斎狂言公演
■11.12（土）13：00開演・17：00開演　■能楽堂

超常的な世界観を真骨頂とする前川知大が、
異界との共生を綴る「遠野物語」を劇化！

「遠野物語・奇ッ怪 其ノ参」
■11.23（水・祝）13：00開演　■劇場

野村万作 野村萬斎

開館以来続いている大
好評の狂言シリーズ。
人間国宝・野村万作を
筆頭に、古典にとどまら
ず現代演劇の演出家・
役者としても八面六臂
の活躍をみせる野村萬
斎、野村家の重要な演
者石田幸雄等により構
成されるおなじみの「万
作の会」による公演。
今年も見逃せません!

仲村トオル 瀬戸康史

志田未来

蓬莱竜太（作）×栗山民也(演出)
母と三姉妹―女たちの物語が始まる。

「母と惑星について、および自転する女たちの記録」
■8.16（火）19：00開演 ■劇場

突然の母の死からひと月。徹底的に放任され、父
親を知らずに育った3姉妹は遺骨をもったままあて
のない旅に出る。次第に蘇るそれぞれが持つ母と
の記憶。母親の存在とは何だったのか？自分たち
はこれからどこに向かうのか？悲しくも愛しい「家
族」と「女たち」の“生きる”意味を問う問題作。

燦然と輝く青春の傑作。この舞台を
観ないでミュージカルは語れない。

劇団四季「ウェストサイド物語」
■8.19（金）18：30開演・20（土）13：00開演
■新潟県民会館 大ホール

頭痛肩こり樋口一葉
■9.7（水）18:45開演 ■新潟県民会館 大ホール

1974年に演出家・浅利慶太氏により上演された四季版
『ウェストサイド物語』は、劇団四季が本格的にミュージカル
に取り組むきっかけとなった記念碑的作品。新たにジョー
イ・マクニーリー氏を招いて演出・装置・衣裳も一新。ミュー
ジカルの新たな歴史が幕を開けます。どうぞお見逃しなく。

井上ひさしの傑作戯曲が新潟に登場。
井上作品の金字塔を豪華出演陣で。

「女性が活躍する時代のために」と井上ひさしが書
き下ろした『頭痛肩こり樋口一葉』。幽界（あのよ）
と明界（このよ）の淵を見つめ続けた“近代日本で最
初の女流作家”樋口一葉と、彼女をとりまく5人の
女性が織りなす、切ないのに楽しい物語です。栗山
民也による演出、豪華出演陣でお送りします。

鈴木 杏 田畑智子 斉藤由貴 撮影：下坂敦俊

艶やかに舞う少年・花月の舞。
ナビゲーター解説付で、能がわかる！

観世流能楽鑑賞教室「花鳥風月の心」
■8.27（土）13:00開演 ■能楽堂

「花鳥風月」をテーマに、能
楽師から能についてのお話
や舞、鼓の演奏、能「花月」
をお楽しみいただけます。満
開の桜の下、美少年・花月が
舞い遊ぶ楽しい能です。今
回は【解説付スペシャル版】
として場面ごとにナビゲー
ター役の能楽師が登場し、ス
トーリーや装束について解説
します。もう能の中で“迷子”
になる心配はありません!

若手能楽師ならではの
柔軟な発想によるお話
と実演で、お能の“タノシ
ミ”をご紹介する大好評
シリーズです。第2回で
は、長刀さばきも美しい
巴御前の能「巴」を取り
上げます。さらに、新潟
市出身で活躍著しい若
手小鼓方・田邊恭資が
ゲストで登場します。どう
ぞご期待ください。

若手能楽師が能をわかりやすく案内。
ゲストに新潟市出身の小鼓方が登場！

能楽基礎講座「若手能楽師に聞く 能の楽しみ」第2回
■9.4（日）14：00開演 ■能楽堂

「秋の能楽鑑賞会」（観世流）
■11.6（日）12：30開演・15：30開演 ■能楽堂

ストーリーに出会う、秋の能。
母子再会のドラマと、“一睡の夢”。

第1回では、生き別れた子を思い舞う百万を描いた
芸尽しの能を名手・梅若万三郎の舞台で。第2回
の能「邯鄲」は、“一睡の夢”で有名な中国の不思
議な物語を能ならではの鮮やかな演出で魅せる名
作です。豊かなストーリーをご堪能ください。

「秋能プレ講座」
10月16日（日）13:30～
講師：中村裕（観世流能楽師）ほか
参加費500円
※「秋能」チケット購入者は無料
【問】りゅーとぴあ事業企画部
TEL.025-224-7000能「花月」

撮影：伊東和則

能「百万」

夏から秋へ深まる季節、能楽堂で豊かなひとときを。

『嵐になるまで待って』（2008年上演）
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緻密な構成と筆致で、身近な生活と隣り合わせに現れる異界を描きだし、
多くの演劇ファンを唸らせてきた前川知大。シリーズ第3弾となる今作では、
民俗学者・柳田国男が遠野盆地～遠野街道にまつわる民話を集録した
「遠野物語」を原作としま
す。河童や天狗といった妖
怪たちから、死者、神に至る
まで様々な異界のものたち
と生きてきた人々の記憶の
集積を、超常的な世界観を
真骨頂とする前川知大がど
のように紡ぎだすのか、ご注
目ください。

白い犬と
ワルツを

りゅーとぴあ発 物語の女たちシリーズ 第11弾

～私は白い犬～ 

シリーズ11作目。
最新作は草笛光子が米作家テリー・ケイの
ベストセラーに臨む。
最愛の妻に先立たれた老人サムは、子ども達に支えられて余生を乗り切ろう
としていた。そんなある日、彼の前に一匹の白い犬が現れる。犬は絶えずサム
に寄り添うが、子ども達に犬は見えないという。そんなサムにもとうとう最後の
瞬間が訪れようとして…。人生の終盤に訪れた奇跡の愛を描いた名作。

りゅーとぴあの演劇プロデュース公演！ 白石加代子と
個性豊かな「影の一座」が贈るファンタジックな舞台！
お芝居が好きで、プロンプターという俳優を舞台の影から支えたオフェリアおばあ
さんが、ひょんなことから影たちと一座を立ち上げ大評判に。白石加代子、宝塚歌
劇団OG、ダンサー、パフォーマーたちによる影の一座のレパートリー「トゥーラン
ドット」「オンディーヌ」は見どころ満載。面白くて、深遠で、ファンタジックな舞台。

演出＝鵜山仁　上演台本=笹部博司
原作=テリー・ケイ　訳=兼武進「白い犬とワルツを」（新潮文庫刊）

出演＝草笛光子

10.1（土）14：00開演｜劇場

©岡本隆史

11.26（土）19：00開演
11.27（日）14：00開演

劇場
演出＝小野寺修二　上演台本＝笹部博司 
原作=ミヒャエル・エンデ（岩波書店刊）

オフェリアと
影の一座

出演＝

白石加代子

りゅーとぴあプロデュース

旺なつき、彩吹真央、彩乃かなみ、
真瀬はるか、舘形比呂一、
フィリップ・エマール ほか

旺なつき 彩吹真央 彩乃かなみ 真瀬はるか 舘形比呂一 フィリップ・エマール

りゅーとぴあから全国へ、つぎつぎと。
物語の女たちシリーズと演劇プロデュース公演の新作。
女優による一人舞台“物語の女たち”シリーズは、2013年に始まり、いよいよ11作品目に。舞台にテレビに活躍する
草笛光子の朗読でお贈りします。また、りゅーとぴあの演劇プロデュース公演として、白石加代子主演の新作舞台を上演。
新潟から全国に広がる舞台作品に、どうぞご期待ください。
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